
地質ニュｰス562号,48-53頁.2001年6月

�楳�瑳畎敷���㈬�������〰�

インド地質調査所蛾燭年記念式典報告

加藤碩一〕

r｡はじめに

1851年3月4日に創立されたインド地質調査所の

ユ50周年を記念して2001年3月5～6日にカルカッタ

で開催された上述式典及び同時に開催された国際

セミナｰに地質調査所(当時)を代表して参加する

機会を得たのでご紹介します.

後述するように式典前日の4日は空いてしまいま

したが,副所長の一人のChatterjee氏の夫人が10

人ほどの外国人参加者に市内の簡単な案内をして

くれました.それをもとにとりあえず,カルカッタに

ついて少々ご案内しましょう.

カルカッタはインド北東部の西ベンガル州の州都

です(第1図).配布された英文パンフレットによる

と,カルカッタは愛と温情,悲しみと絶望,夢と希

望,貧困と汚さ,壮大さと栄光の都市だそうです.

CMのせりふではありませんが,な～に言ってんだ

かという感じですが.17世紀末にイギリスの植民

地政策の先鋭として東インド会社の商館が,市内を

南北に縦貫するフｰグリｰ川岸に建てられたのが

いわば発端です.そのころ周辺はジャングルでした

が,交通･貿易の要衝として有数の商業都市として

発展してきました.人口は公式には都市圏全体で

1,400万人ぐらいですが実際にははるかにそれ以上

でしょう.なにしろインド全体の人口が今世紀半ば

には中国の人口を越えると予想されているのです

から.町中を通行していてもまさにウジヤウジヤと

表現したくなるほどです.交通規則はあってないよ

うなもので,自分で運転しなくてもしばらく車に乗

っているだけで疲れを感じるほどです.夏の最高

気温が41.7℃,冬の最低気温が9.6℃ということで

すが,今回は28℃ぐらいでたいしたことはありませ

んでした.反対にホテルは冷房がきき過ぎて風邪

をひきそうなのですが,部屋ごとにコントロｰラｰが

ないのです.一枚余分に着て寝るという馬鹿な羽

目になりました.

〆＼.
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カルカッタ位置図｡

1)産総砺地球科学情報研究部門

寿一ワｰド:インド,地質調査所,カルカッタ
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策2図ヴィクトリア記念雌岨

第3図ジャイナ教寺院.

次に2,3箇所,市内観光案内をしましょう.

観光名所として名高いものの1つが第2図のヴィ

クトリア記念堂で,その名のとおりヴィクトリア女王

を記念して1921年に落成したもので､タｰジマハｰ

ルを模した白亜の建物や広大な敷地を含めた周囲

の景観からは往時の大英帝国の威容が傲べます.

インドは仏教始め数多くの宗教が混在しますが,

非殺生を教義とするジャイナ教もその1つです.

1867年に建立された第3図の大理石製のジャイナ

寺院は,立派な庭園の中にあり,かつ象嵌されたタ

イルや宝石で飾られた豪華なものです.

フｰグリｰ11西岸に東インド会社が薬草研究の

ため造成した植物園は,約12,000種以上ともいわ

れる植物が栽培されていますが､最大の呼び物は

第遂図にあるバニヤン樹で,樒樹またはガジュマル

とも呼ばれます.熱帯アジアに広く分布する桑科

の常緑高木で,幹から垂れた多数の気根が,地に

ついて幹状の支柱となり,広がっていく様は異様な

雰囲気があります.とくにここにある樹齢200年と

いうバニヤン樹は世界最大級で周囲が400mもあ

るさまは圧巻です.

2｡インド地質調査所禍O周年記念式典

インド地質調査所(GSI)による組織委員会は､

議長として所長のK.Krishnamnni氏,顧問として

上級副所長のRaviShanker氏とS.K.Mazumder

氏,委員として副所長のN.P.Chaudhuri氏､

D.Chatterjee氏,R.K.Roy氏,C.Chakrabarti氏,

AB.Dutt氏,B.S.R.Murthy氏及びP.C.Monda1氏,

事務局長として国際室長のD.Halder氏､会計担当

としてB.K.Das氏から構成されました.しかし,よ

くあ季ことですが(咋年のブラジルでの万国地質会

議IGCも同様),運営が必ずしもうまくいったかと

いうと後述するようにやや問題がありましたという

よりも大変問題がありました(一番象徴的なのは開

催日です.招待状やファｰストサｰキュラｰには3月

4～5日とあったのですが,フライトスケジュｰルも確

定した直前になって5～6日に変更されたのです.

後で今年は創立記念日の4日が日曜日であることに

気付いたのでしょう).

4日の夜9時頃にホテルに電話があり,わかりにく

いインドなまりの英語で何やらわめいています.お

まけに寝入りばなを起こされたので頭がはっきりし

ません抽何か頼んでいるらしいのですが適当にOK

といって明日再度会場で確認することにしました.

この時点でもいくら聞いても明日のプレゼンテｰシ

ョンが各自何分なのか,プログラムもどうなのか皆

目わかりません曲とにかく明朝9時頃同宿の中国の

デりゲｰ一ションと一緒に車で迎えに来るとの事で
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す.過去の経験からいまいち信用しがたいので万

が一の事を考えてフロントでGSIの場所を持参した

地図上に示してもらいましたが,まったく見当違い

の位置を示されるのみで埼があきません.運を天

にまかして再度ベッドにもぐり込みました.

明けて翌日,カルカッタ中心街,メインストリｰト

であるチザロンギｰ通りにあるGS互(国立博物館

の積なのです他その付近が第5図です)に向かいま

す出幸運なこと1に政府御用達の証らしい白塗りの

官用車がちゃんとやってきて｡見事な神風運転で

ホテルから数分で着きました.日本総領事館からも

ユkm余で,各国の領事館や公的施設も周辺近傍に

移り｡いわば霞が関の真ん中にGSがあるという風

情です出日本と異なってインド政府におけるGSの

ステｰ身スの高さが窺克ます.

レジストレｰションで参加費50ドル(自腹､機密

費はないので)払い,(100ドル札で支払いをしよう

としましたが,文句をいわないとお釣りをよこさな

いよくあるパタｰンでしたが),ともかくプログラムを

手にして漸く昨夜の電話での依頼の全容がわかり

ました冊開会式で10分ほど榛拶を述べ,記念出版

物の紹介の一端を手伝い,講演時間は20分で､翌

日は終日セッションの司会をしろというものです｡他

のことはともかく挨拶の文案を必死に練ってメモし

ます.日本から来たことは島く評価(P)してくれてい

るようで次々に挨拶と名刺交換を求められ拙い思

考がたびたび中断され顔で笑って腹の中でイライ

ラし害時間が過ぎていくことに小さな胸を痛めてい

ました.

10時過ぎ中ら開会式が始まりました｡講堂が一

杯になる約500人規模の盛大な式典で外国(インド

以外)からの参加者としては唯一私が壇上に上げ

られ､真ん中の鉱業大臣の横に座らせられる栄光

に浴しました.それなりにVIP扱いしてくれるので

す(もちろんGSJが高く評価されているという意味

です)由インド以外の外国の地質調査所からの参加

は､日本を始め,中国,韓国,アメリカ,イギリス,フ

ランス､イタリア,フィンランド,ロシア,オｰストリア,

チエコ､スリランカ,南アフリカ､ケニヤなどからでし

たが,当日も参加者リストが配布されなかったので

正確ではありません.

GSI所長のKKrishnammi氏による歓迎挨拶に

始まって,来賓の国の鉱業大臣(代読),州の鉱業

大臣,鉱業局次官とお偉方の挨拶が続き私の番に

なりました.最初に､『昨夜の急な電話依頼の時に

は私の意識は夢の国の迷路を術僅っていたので十

分な準備ができなかった.これがインド式なのでし

ょうか』などとジョｰク(らしきこと)をいうと欧米か

らの参加者は笑ってくれましたが,その他大勢のイ

ンド人参加者はシｰンという状態で,ややあせって

本題の挨拶にはいりました.慣れないことは言うも

のではありません.この後,インドの鉱物資源アト

ラスなどの記念出版物の紹介になり,私はインドの

先カンブリア地殻についての特別出版物を担当さ

せられました.私の専門･とは全く異なり中身は理解

できないので固辞しようとしたのですが,要するに

包装を破って本を取り出し､カメラの前でニッコリ

すればよいということでした.11時過ぎに無筆開

会式が終了し,ポスタｰセッションが別室で開かれ

ました.3件ほどマスコミの取材を受け,1月のイン

ド北西部の地震被害は人災ではないかなどという

際どい質問を受け流しているうちにお茶を飲み損

ないました山まあ､20世紀におけるインドの自然災

害による死者の約半数が地震によるものなので無

理からぬ質問ではあります.

こ二のあとメインである国際セミナｰ｢21世紀にお

ける地質調査所の役割｣が開催されました.1時30

分まで続いた第ユセッションではインド地質調査所

はもちろん,私を始め米国地質調査所,フィンラン

ド地質調査所(ヨｰロッパ地質調査所担当),フラ

ンスの駅GMの代表が壇上に招請され招待講演を

しました｡当方からは｢新たな日本地質調査所とそ

の2!世紀における役割一を発表しました.日本語で
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も難しいテｰマを英語で説明するのは至難の技で

した.セミナｰにおける各国GSの発表からは全体

のトｰンとして｢情報化｣と｢地質環境｣(地質災害を

含む)が共通するキｰワｰドでした.もちろん,地質

図幅調査や鉱物資源調査の重要性はいうまでもあ

りませんが,国によってその重みの程度が異なって

いました.ちなみに,インドでは50里000分の1ない

し63,360分の1(どういうわけでこの縮尺なのか知

りませんが,多分ヤｰド･ボンド法からメｰトル法へ

の換算の都合でしょう)の地質図幅が国土の約

98%をカバｰしていることには驚きました.

午後の第2セッションでは,ロシア,オｰストリア,

イギリス及びインドからの8件のプレゼンテｰション

がありました.それと並行してICOGS(世界地質調･

査所会議)の非公式な集会がもたれました.次回

2004年にイタリアのフィレンツェでのIGC(万国地

質会議)開催時におけるICOGSのテｰマとして

｢ルネッサンス｡fGS｣(仮題)をキｰワｰドとするこ

とで合意しました.私からは｢ルネッサンス｡fGeo-

logica1Surveysintheglobalne1work｣を提案して

おきました.6時頃終了しましたが,引き続いてカ

ルチャｰ･プログラムが行われました.インドの伝統

的な舞踊と音楽演奏でそれなりに楽しめたのです

が,最後のプログラムであるシタｰルとドラムの演

奏が興に乗ったのか,いつまでたっても終わる気

配がありません.まわりの参加者と｢長すぎる｣｢ビ

ｰルが呑みたい｣などと言い合っているうちにやっ

と終わったのは8時過ぎでした.ここからカルカッ

タ1の豪華なホテルであるオベロイ･グランド･ホテ

ルに会場を移してレセプションです.車で移動して,

大勢の参加者でごったがえす宴会場で立たされた

まま何の説明もなくさらに待たされること30分,い

い加減腹も減り帰ろうかと思った頃,スｰプが配ら

れはじめました.しかし､数百人の参加者に対して

1つのテｰブルからのサｰビスなのでなかなかいき

渡りません.その他の飲物は水だけでしたが,それ

もその後供されるという始末です.何の挨拶もなく

始まり,それこそカレｰ妹オンパレｰドの食事にあ

りつくやそそくさとすまし,自分のホテルにたどりつ

いたのは午後10時過ぎでした叩幸いなことに私の

ホテルはここから歩いて5分ほどだったので助かり

ました.

翌6日の第3セッションは,私と副所長のRavi

Sha脈航氏が司会を務めました.彼は4月からGSI

の新所長となる予定だそうです.11件の発表のう

ち,アゼルバイジャン地質調査所のキャンセルがあ

りましたが,その代わりに1月のインド北西部の地

震の現地報告があり,予定通り1時30分に終えまし

た.このセッションはインド側からの個別テｰマ(水

文地質,海岸管理,リモｰトセンシング,石炭探鉱,

図幅､地すべり,環境保護など)のプレゼンテｰシ

ョンでした.昼食後はGSI所長のK.Krishnanunni

氏と韓国KIGAMのYoungHoonKwak氏の司会

でパネルディスカッションが開かれました.10人の

外国人パネラｰが壇上でコメントし,会場の参加者

がそれに加わるという形式でした.地質調査所の

ありかたについて活発な意見がかわされましたが.

中盤でインドの若手研究者達が次々にわざと自分

の年齢を言っては年老いた(?)幹部達の批判めい

たことを含めて厳しい意見を述べたのが印象的で

した.中にはサリｰをまとったうら若い女性研究者

も発言し,21世紀の新たなインド地質調査所の活

動を予感させるものでした.結局予定を1時間ほど

超過して5時30分頃終了しましたが,さらにこの後,

GSJとGSIとの研究協力について打合せをするこ

ととなりました.RaviShanker氏,国際室長の

Halder氏と数人の幹部達と討論し,当方からはア

ジア地質災害図への協力を要請し,こころよく了承

されました.また,GSI側から活断層及び地熱関連

の研究協力を希望されましたが,4月から新体制に

なることもあり,とりあえずインド側から非公式な提

案をしてもらい,内容について検討を進めることと

しました.4月から誰が所長なのかしつこくきかれま

したが答えようがありませんでした.このあと昨日

と同じ場所で同じようにディナｰと称するものがあ

り,このときはコｰラとジュｰスが供されましたがや

はりアルコｰル飲料はまったく恋しでした.翌日健

康な心と体で帰途につきました.

3｡インド地質調査所禍O年略史

GSIは,1851年にそもそも当時のインド鉄道に十

分な石炭を確保するための調査を背景に東インド

会社から派遣されたD.H.Williamsが短命で1846

年に死亡したため,その後任として赴任した

Thc1湖sO1dhamによって創設されたといわれます
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(第6図).一般にGSIの歴史は50年ずつ区切って

まとめられています｡詳しくは記念出版物として配

布された“StoryofGS}､五851-2001"GS至(2001),

187p.に述べられています.

第簑次世界大戦は政府に鉱物資源の戦略的重要性

を認識させ,戦後の独立後に計画的な発展に指導

的な立場をとりGSIはそれに協力することとなりま

した.

3.､初期50年史(蝸馴～､900)

この時期のおもな活動とその成果は

1)インド亜大陸及び周辺地域の予察的調査,最初

の地質図が1877年に出版された.

2)主要炭田調査,インド中部における鉄鉱床発見,

ミャンマｰにおける石油探査

3)ゴンドワナ大陸の概念の展開

4)地震学への重要な貢献

5)シャｰノッカイトやカｰボナタイトのような新たな

岩種の確認

などで,この他地質学関係の大学や博物館の設立

にも積極的に関与しました.

3,2中期50年史(禍00～て950)

この時期のおもな活動とその成果は,基礎的ま

たは応用的分野で各々記念碑的な業績があげられ

たことです.すなわち,シワリク動物群Pヒマラヤ

の地質,マンガン鉱床,ラジャスタンの地質につい

ての調査研究,その他雲母鉱床の研究や鉄･鋼･

アルミニュｰム工業の発展への寄与がありました.

3.3後期50年史(柵50～2000)

この時期は社会経済状況の変遷を踏まえてさら

に3つのステｰジに細分されます.r

まず1950～1970年は,非石炭分野の鉱物資源

の国有化,GSIから発展した鉱業･石油･天然ガス

局の創立,国策における鉱業及び関連工業の優

先,地下水資源の開発,石油関達技術育成などに

重点が置かれました.これらのいわば副産物として

GSIの拡張,鉄鋼ブラントや幾つかの非鉄金属会

社が設立されました.

1970～1990年は,石油製品の高騰により石炭が

見直され採炭会社の国有化が実施されました.再

生不能な資源への世界的な関心の高まりを受けて

新たな鉱物資源探査への要請が高まり,海底資源

の緊急調査や非在来型資源の探究がなされ,また､

環境問題への世界的な関心の高まりが見られまし

た.GSIから中央地下水局が分離し､鉱物資源探

査会社が生まれました.副産物として巨大炭田,

東岸ボｰキサイト鉱床,べ一スメタルの大規模鉱床

の発見とそれによる関連合杜等の設立,海岸部の

地下水の予察的調査,国際協力による地球物理探

査の導入や氷河の体系的研究や南極での調査など

がでてきました.

1990年以降は国内外の私企業の参加による鉱

物資源部門の設立が進み,一方持続的成長につい

ての関心の高まりから主要プロジェクトに対する環

境評価が必須のものとなってきました.これらを踏

まえて,現在にいたるこの時期における主要課題

は次の3つがあげられています.すなわち,1)鉱

物血エネルギｰ資源探査の重要視,2)地質デｰタ

ベｰスの体系的整備及び3)影響評価や自然災害

軽減に関する地質環境プロジェクトです.

インド地質調査所の簡略化された組織図を第7

図に示します.

第6図インド地質調査所創設者の珊｡masO]dham.
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第7図インド地質調査所組織図.

4.おわりに

来年は,日本地質調査所120周年です.何らか

の記念行事をやりたいものです.今回の式典の最

後でも各国地質調査所の協力を呼びかけておきま

した.決して頑迷固魎かつ閉鎖的かつ排他的な集

団をつくるつもりはありませんが,｢地質の調査｣関

連ユニットのアイデンティティｰを確保するよすがに

なればとの思いです.なぜなら,時流におもねらず

長期的な展望に立って地質分野における国のミッ

ションを粛々と進捗させ,また地質･地球科学の調

査研究の特質の1つでもある総合性をいかすため

の連携,さらに新たな視座を切り開き当該分野に

おけるより良質の情報を創出するためには常日頃

の交流とそのよりどころを国内外に明示することが

不可欠だと考えるからです.関係者の協力を期待

して筆を置きます.
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